
【 講 話 】 法人レクチャラー
福岡市倫理法人会 相談役

大島 修治 氏

【お問い合わせ先】 那珂川市倫理法人会 事務局
〒816-0807 春日市宝町３丁目11-1-1F

TEL：092-558-4145 / FAX：092-558-4146

Mail：nakagawashi＠rinri-fukuoka.jp

日 時：令和６年６月１９日 (水) 朝６：００～７：００

会 場：一品香雑餉隈店 (福岡市博多区竹丘町２丁目３－９)

参加費：無 料

【講話概要】

1996年夏、会社に押し入った暴漢が油で、全身の6割を大火傷に遭って生死をさまよい

奇跡的に命を取り留めたが、自暴自棄ですべてに対して投げやりとあきらめの境地にあっ

た自分が栞の言葉から一歩踏み出す勇気をもらえた。倫理との出会いは9ページ明朗、愛和、

喜働の言葉に出会ったのが初めでした。大火傷に遭って奇跡的に命が助かったが笑顔を忘れ、

犯人を恨み続けて笑顔を忘れ、人を信頼できずに手指が溶けて字も書けない劣等感の塊の自

分がそこにいた。全く真逆の精神状態でした。そのような自分が倫理法人会で学びすべてを

受け入れて感謝の気持ちを持てるようになったことによって健康を取り戻し諦めない心で

成功への信念に気づくのでした。

その段階変化の様子は「受け入れる→受け止める→受けきる」でした。

おおしま しゅうじ


